
琉球建国史の謎を追って
� ──交易社会と倭寇

1　グスク時代以前
2　城久遺跡群の衝撃とグスク時代の幕開け
3　交易ネットワークの形成と変容──交易社会への躍動
4　大型グスクの造営過程
5　交易者たちの国家形成──倭寇の時代
6　「三山」の関係と性格
7　三山の統一と思紹、尚巴志の出自
8　十五～十六世紀の日琉関係

琉球王国はどのように始まったのか？
14～15世紀初頭の沖縄は「三山鼎立時代」と呼ばれ、石垣をもつ大型グスクを拠
点とする按司（豪族）たちがしのぎを削っていました。そこに突然現れ、次々と按
司を倒し、琉球王朝を打ち立てたのが思紹、尚巴志父子です。日本本土様式の山
城を築き、日本刀にまつわる伝承をもつこの父子は何者だったのでしょうか？
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沖縄の内部発展によって王朝が発生したという通説に挑み続けてきた著者が、
これまでの著作を要約し、新説を加えてコンパクトにまとめた決定版の一冊！
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